
2024年度　事　業　報　告

1.電 話 相 談
①　電話相談事業　2024.1／１～12／31
　　相談時間　13：00～22：00 年中無休
　　総受信件数 8,109件（内、フリーダイヤル受信件数711件）
②　フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」
　　◎毎月10日　8：00～24時間
　　※９月と３月は拡大フリーダイヤル（10～17日）
　　◎毎日16～21時
③　関連事業への協力　男の悩みほっとライン事業（山形県）
④　相談員構成（2025年３月現在）
　　実動数：90名（男性16名・女性74名）、研修生：11名
⑤　相談員のケア体制の充実
⑥�　一般社団法人日本いのちの電話連盟の決定に基づく
　　諸施策の実施と協力

２．相談員研修
①　第２５期相談員認定式（4/２０）
②　第２６期生相談員認定に関する事業
③　第２７期相談員養成講座募集
④　第４期ボランティアリーダー養成
⑤　相談員の親睦と研鑽を図るための活動
⑥　相談員の継続研修（毎月１回、１０グループ）
⑦　契約更新スーパービジョンの実施
⑧　相談員３年目研修（２３期生）と全体研修会
⑨　その他関連研修会への参加

3.財務基盤の充実
①　個人・団体等後援会員拡大のための活動
②　年末特別賛助金のお願い
③　啓発ポスター・リーフレットの配布
④　常設募金箱の設置と回収（常時対応）
⑤　財政基盤の強化に関する企画・推進
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⑥　後援会との協力、他
⑦　バザーなどの開催（現在は事務所内の小規模開催で不定期）

4.広　　　報
①　広報誌69号、70号とパンフレットの編集と発行
②　ポスター・リーフレット及び相談員募集チラシ配布と協力
③　活動ＰＲ（広報）活動
④　マスコミへの広告の実施

5.会議・運営・その他
①　理事会・評議員会の開催
②　運営委員会・各委員会の開催
③　たよりの発行及び情報の共有
④　自殺予防シンポジウム（9/15）
⑤　東北四県生きる支援フォーラムinやまがた共催（9/28～29）
⑥　開局３０周年記念事業の開催（10/26）
⑦　日本電話相談学会（11/23.24）
⑧　男性相談研修会（1/19）
⑨　研修会等への講師派遣

6.事　務　局
①　事務局会議の開催
②　ホームページの管理
③　統計資料の作成
④�　日本いのちの電話連盟主催の会議や関係機関の会議
　•連盟定例総会・連盟広報委員会・東北ブロック会議
　　（オンライン開催）
　•研修担当者研修会・事務局研修会
　•山形市自殺対策協議会
　•山形県自殺対策推進会議
　•鶴岡市自殺予防ネットワーク会議
⑤　学習会の開催
⑥　オンライン（会議・研修）の活用
⑦　マスコミ取材へ積極的に協力
⑧　山形センター・庄内分室の環境整備と事務局体制の充実

山形いのちの電話開局30周年によせて
　　　　　　　　　　　　　 山形いのちの電話 理事長　長谷川　憲　治

山形いのちの電話は、本年10月１
日に開局30周年という記念すべき日
を迎える事が出来ました。これも偏
に、設立にご尽力頂いた諸先輩の皆
様、運営にご奮闘頂いた歴代理事長

を初めとする役員・事務局員の皆さん、尊い使命
感に燃え無償で相談活動を続けて頂いた相談員の
皆さん、いのちの電話の活動を理解し支援して頂
いた多くの皆様のご理解とご支援の賜であり、改
めて深く感謝申し上げます。

いのちの電話は、市民運動として今から71年前
の1953年にイギリスで始まりました。以来この運
動は急速に世界中に広まり、今では世界70数か国
に1,000以上の電話センターを有する大きな組織
に発展し、世界中の多くのボランティアが意義あ
る活動を続けております。

日本では、イギリスに遅れる事18年の1971年に
東京で始まり、現在では多くの都道府県にまたが
り50のセンターが開局しております。

山形いのちの電話は、東京開局の23年後の1994
年に開局しましたが、その時の相談員は68名、東
北では仙台・盛岡に続いて３番目の開局でありま
した。

山形いのちの電話の設立を振り返りますと、「山
形にいのちの電話を！」と言い出されたのは、当
時山形大学教養学部生物学教室教授だった故石塚
和雄さんでした。そしてそれに賛同された一期生
相談員で現理事の境澤栄美子さん達が、1990年に

準備委員会を発足され活動が始まりました。多く
の支援が必要な為、本間利雄設計事務所の故本間
利雄さんに会の趣旨をお話し申し上げた処共鳴さ
れ賛同を募って寄付を集めて頂き、又当時山形県
芸術文化協会会長をしておられた故田中哲氏が理
事長をお引き受け下さり、４年後の1994年の開局
へ至った訳であります。

以来30年、今では庄内分室も有し、相談員数95
名（全国の相談員数の約1.6%）、年間受信件数
7,903件（全国の受信件数の約1.5%）の実績を残
せるまでになり、累計受信件数も昨年20万件を超
える事が出来ました。又「愛の鳩賞」や「山新３
Ｐ賞『平和賞』」を受賞する等高い評価も頂ける
ようになりました。それも偏に関係皆様の高い使
命感・ご努力・ご理解・ご支援の賜であります。
本当に有難うございました。

30周年を迎え私達関係者一同は、これを単なる
セレモニー・イベントに終わらせず、改めてこれ
迄の歴史を振り返り、今後のあるべき姿を模索す
る有意義な機会としたいと考えております。又、
複雑化する社会状況等で悩んでおられる方は、残
念ながら減少してはおりません。山形いのちの電
話は、これからも「悩んでおられる方々に、少し
でも寄り添い、お役に立てれば」との想いと、来
るべき40周年、50周年に向けて更なる意義ある活
動を続けて参りたいと考えておりますので、変わ
らぬご理解とご支援を宜しくお願い申し上げます。

1

70
2024.11.25

開局30周年記念特集号開局30周年記念特集号

山形いのちの電話

相談時間 毎日 13:00～22:00
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勘定科目 予算A 決算B 差異A－B

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
入

研 修 事 業 収 入 620,000 582,000 38,000

補 助 金 収 入 2,642,000 2,642,000 0

経 常 経 費 寄 附 金 収 入 10,550,000 10,485,414 64,586

そ の 他 の 収 入 1,350,000 1,611,674 △ 261,674

事 業 活 動 収 入 計 ⑴ 15,162,000 15,321,088 △ 159,088

支
　
　
出

人 件 費 支 出 7,122,000 7,065,879 56,121

事 業 費 支 出 6,290,000 6,158,603 131,397

事 務 費 支 出 1,150,000 1,084,413 65,587

事 業 活 動 支 出 計 ⑵ 14,562,000 14,308,895 253,105

事業活動資金収支差額⑶＝⑴－⑵ 600,000 1,012,193 △ 412,193

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

積 立 資 産 取 崩 収 入 1,000,000 1,000,000 0

財務調整積立金取崩収入 1,000,000 1,000,000 0

そ の 他 の 活 動 収 入 計 ⑷ 1,000,000 1,000,000 0

支
　
出

積 立 資 産 支 出 2,000,000 2,000,000 0

建 設 準 備 金 支 出 2,000,000 2,000,000 0

そ の 他 の 活 動 支 出 計 ⑸ 2,000,000 2,000,000 0

その他の活動資金収支差額⑹＝⑷－⑸ △ 1,000,000 △ 1,000,000 0

当期資金収支差額合計⑺＝⑶+⑹ △ 400,000 12,193 △ 412,193

前 期 末 支 払 資 金 残 高 ⑻ 7,915,645 7,915,645 0

当 期 末 支 払 資 金 残 高 ⑺ ＋ ⑻ 7,515,645 7,927,838 △ 412,193

資金収支計算書
（自）2024年４月１日　（至）2025年３月３１日

（単位：円）
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事業活動計算書
（自）2024年４月１日　（至）2025年３月３１日

（単位：円）
勘定科目 当年度決算A 前年度決算B 増減A－B

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
　
益

研 修 事 業 収 益 582,000 609,000 △ 27,000
補 助 金 収 益 2,642,000 1,832,000 810,000
経 常 経 費 寄 附 金 収 益 10,485,414 7,576,460 2,908,954
サ ー ビ ス 活 動 収 益 計 ⑴ 13,709,414 10,017,460 3,691,954

費
　
用

人 件 費 7,065,879 6,116,552 949,327
事 業 費 5,966,103 4,767,052 1,199,051
事 務 費 1,084,413 750,897 333,516
減 価 償 却 費 531,016 497,431 33,585
サ ー ビ ス 活 動 費 用 計 ⑵ 14,647,411 12,131,932 2,515,479

サービス活動増減差額⑶＝⑴－⑵ △ 937,997 △ 2,114,472 1,176,475
サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

その他のサービス活動外収益 1,611,674 1,607,705 3,969
サービス活動外収益計⑷ 1,611,674 1,607,705 3,969

費
用

その他のサービス活動外費用 0 0 0
サービス活動外費用計⑸ 0 0 0

サービス活動外増減差額⑹＝⑷－⑸ 1,611,674 1,607,705 3,969
経 常 増 減 差 額 ⑺ ＝ ⑶ ＋ ⑹ 673,677 △ 506,767 1,180,444

特
別
増
減
の
部

収
益

そ の 他 の 特 別 収 益 0 0 0
特 別 収 益 計 ⑻ 0 0 0

費
用

固定資産売却損・処分損 1 1 0
そ の 他 の 特 別 損 失 0 0 0
特 別 費 用 計 ⑼ 1 1 0

特 別 増 減 差 額 ⑽ ＝ ⑻ － ⑼ △ 1 △ 1 0
当 期 活 動 増 減 差 額 ⑾ ＝ ⑺ ＋ ⑽ 673,676 △ 506,768 1,180,444
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 ⑿ 7,506,162 8,012,930 △ 506,768
当期末繰越活動増減差額⒀＝⑾＋⑿ 8,179,838 7,506,162 673,676
基 本 金 取 崩 額 ⒁ 0 0 0
そ の 他 の 積 立 金 取 崩 額 ⒂ 1,000,000 1,000,000 0
そ の 他 の 積 立 金 積 立 額 ⒃ 2,000,000 1,000,000 1,000,000
次期繰越活動増減差額⒄＝⒀＋⒁＋⒂－⒃ 7,179,838 7,506,162 △ 326,324
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貸 借 対 照 表
2025年３月３１日現在

（単位：円）
資　産　の　部
当年度末 前年度末 増　　減

流動資産 7,989,588 8,058,542 △ 68,954
　現金預金 7,659,698 7,674,946
　立替金 3,930 0
　未収入金 264,560 329,280
　前払費用 61,400 54,316
固定資産 45,550,085 44,888,602 661,483
　基本財産 13,763,770 13,763,770 0
　　土　地 4,763,767 4,763,767
　　建　物 3 3
　　定期預金 9,000,000 9,000,000
　その他の固定資産 31,786,315 31,124,832 661,483
　　器具及び備品 1,011,915 1,350,432
　　電話加入権 174,400 174,400
　　財務調整積立預金 9,600,000 10,600,000
　　建設準備預金 21,000,000 19,000,000
資 産 の 部 合 計 53,539,673 52,947,144 592,529

負　債　の　部
当年度末 前年度末 増　　減

流動負債 61,750 142,897 △ 81,147
　前受金 61,750 0
　未払費用 0 127,717
　預り金 0 15,180
負 債 の 部 合 計 61,750 142,897 △ 81,147

純 資 産 の 部
当年度末 前年度末 増　　減

基本金 15,698,085 15,698,085 0
その他の積立金 30,600,000 29,600,000 1,000,000
　財務調整積立金 9,600,000 10,600,000
　建設準備金 21,000,000 19,000,000
次期繰越活動増減差額 7,179,838 7,506,162 △ 326,324
（うち当期活動増減差額） （673,676） （△ 506,768） （1,180,444）
純 資 産 の 部 合 計 53,477,923 52,804,247 673,676
負債及び純資産の部合計 53,539,673 52,947,144 592,529
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財　産　目　録
2025年３月３１日現在

（単位：円）
資産・負債の内訳 金　　　額

Ⅰ資産の部
　１．流動資産
　　　現金・預金
　　　現金
　　　　現金手許有高 47,096
　　　普通預金
　　　　山形銀行城南支店 1,426,671
　　　　きらやか銀行山形城北支店 665,617
　　　　荘内銀行山形営業部 350,835
　　　　城西郵便局 5,097,881
　　　　城西郵便局振替口座 71,598
　　　立替金
　　　　源泉所得税超過税額 3,930
　　　未収金
　　　　山形県男性相談事業 264,560
　　　前払費用
　　　　ボランティア活動保険料 35,000
　　　　ポケットWi-Fi（2025年度分） 26,400

流 動 資 産 合 計 7,989,588
　２．固定資産
　　⑴　基本財産
　　　　土地265.1㎡ 4,763,767
　　　　建物190.43㎡ 3
　　　　定期預金・山形銀行城南支店 6,000,000
　　　　定期預金・きらやか銀行山形城北支店 3,000,000
　　　基本財産合計 13,763,770
　　⑵　その他固定資産
　　　　器具及び備品 1,011,915
　　　　電話加入権 174,400
　　　　財務調整積立預金
　　　　（きらやか銀行城北支店） 6,000,000
　　　　（荘内銀山形営業部） 3,600,000

　建設準備預金
　　　　（きらやか銀行城北支店） 13,000,000
　　　　（山形銀行城南支店） 7,000,000
　　　　（荘内銀山形営業部） 1,000,000
　　　　その他の固定資産合計 31,786,315

固 定 資 産 合 計 45,550,085
資 産 合 計 53,539,673

Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　前受金（研修受講料等） 61,750

流 動 負 債 合 計 61,750
負 債 合 計 61,750
差 引 純 資 産 53,477,923

－11－



監 査 報 告 書
� 2025年４月８日
社会福祉法人　山形いのちの電話
　　　理 事 長　長谷川 憲治　殿
� 監　事　　伊　藤　　吉　明　
� 監　事　　大　沼　　俊　彦　

　私たち監事は、社会福祉法人山形いのちの電話の２０２４年４月１日
から２０２５年３月３１日までの２０２４年度の理事の業務執行について監査
を行いました。その方法及び結果について、次の通り報告いたします。

１　監査の方法及びその内容
　�　各監事は、理事及び職員等と意思疎通を図り、情報の収集及び
監査の環境の整備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に
出席し、理事及び職員等からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業
務及び財産の状況を調査しました。以上の方法により、当該会計
年度に係る事業報告書及びその付属明細書について検討いたしま
した。
　�　さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該会
計年度に係る計算関係書類（計算書類及びその付属明細書）及び
財産目録について検討しました。

２　監査の結果
　⑴　事業報告書等の監査結果
　　①�　事業報告書及びその付属明細書は、法令及び定款に従い、

法人の状況を正しく示しているものと認めます。
　　②�　理事の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定

款に違反する重大な事実は認められません。
　⑵　計算関係書類及び財産目録の監査結果
　　�　計算関係書類及び財産目録については、法人の財産、収支及
び純資産の増減の状況を全ての重要な点において適正に表示し
ているものと認めます。

� 以上　
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